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貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
教
員
と
し
て
は

二
度
と
戻
り
た
く
な
い
職
場
と

い
え
ま
す
。
生
徒
の
居
な
い
そ

の
空
間
で
奮
闘
さ
れ
る
小
川
先

生
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
の
前
の
勤
務
校
は
、

福
岡
工
業
高
等
学
校
で
あ
り
ま

す
。

　

初
任
か
ら
異
動
す
る
こ
と
な

く
十
六
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
土
木
科
（
現
・
都
市
工

学
科
）
の
教
諭
と
し
て
担
任
を

し
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
後

は
、
長
ら
く
生
徒
指
導
主
事
と

し
て
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

福
岡
工
業
を
愛
し
て
、
そ
こ
に

通
う
生
徒
に
心
血
を
注
ぐ
日
々

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
、
小
倉
工
業
に

教
頭
と
し
て
赴
任
し
て
、
ま
ず
、

度
肝
を
抜
か
れ
た
の
が
生
徒
の

校
歌
を
歌
う
姿
で
し
た
。
全

員
が
後
ろ
手
に
組
ん
で
胸
を
反

ら
せ
て
大
き
な
声
で
歌
う
光
景

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
に
愛
す
る
学
校
が
、
い
と

も
簡
単
に
福
工
か
ら
倉
工
へ
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

全
校
集
会
時
の
着
座
は
体
操

座
り
、
県
民
体
操
の
練
習
、
上

級
生
徒
に
よ
る
新
入
生
指
導

等
々
、
そ
こ
に
は
、
不
易
な
太

い
力
、
目
に
見
え
な
い
地
下
水

の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る

歴
史
と
伝
統
の
力
が
あ
る
と
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
流
行
に
軽
々
と
流
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
頑
固
な
ま
で

の
学
校
行
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
守

的
な
小
倉
の
土
地
柄
も
有
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ

は
や
は
り
諸
先
輩
方
の
慧
眼
の

賜
物
で
し
ょ
う
。
い
い
意
味
で

り
進
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
も
何
と
か
こ
れ
ら
に
関

わ
り
、
教
頭
と
し
て
「
先
生
方

が
、
よ
り
動
き
や
す
く
よ
り
高

い
意
識
を
持
っ
て
、
生
徒
達
へ

の
高
い
指
導
に
臨
め
る
よ
う
に

し
て
い
こ
う
」
と
、
こ
の
一
年

や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、

あ
ま
り
成
果
が
上
げ
ら
れ
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日

頃
よ
り
物
心
両
面
で
、
本
校
に

多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
点
に
お
い
て
大
変
申

し
訳
な
く
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

小
倉
工
業
高
校
は
、
先
輩
と

後
輩
ま
た
は
同
僚
と
し
て
の
絆

が
、
非
常
に
強
く
結
ば
れ
て
い

る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
各
部

活
動
に
お
い
て
、
ま
た
新
入
生

指
導
（
校
歌
指
導
や
集
団
行
動

の
指
導
な
ど
）
や
生
徒
会
活
動

で
の
指
導
に
お
い
て
、
後
輩
が

ど
う
動
い
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
き
先
輩
と
し
て
の
威
厳

の
あ
る
指
導
が
続
き
ま
す
。
い

ろ
ん
な
学
校
行
事
に
お
い
て
も

そ
う
で
す
。
文
化
祭
で
一
、二

年
生
の
面
倒
を
三
年
生
が
責
任

を
持
っ
て
見
て
い
る
こ
と
や
、

体
育
大
会
で
は
各
科
の
団
長
を

中
心
に
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
各

も
悪
い
意
味
で
も
、
流
行
に
敏

感
で
結
果
的
に
流
さ
れ
て
き
た

前
の
恋
人
と
は
明
ら
か
に
違
う

も
の
を
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
で
す
。

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
こ
の
小

倉
北
区
で
、
勤
務
で
き
る
こ
と

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
北
辰
会

の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
赴
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

自
が
各
科
の
た
め
額
に
汗
を
に

じ
ま
せ
競
技
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
競
技
が

終
わ
っ
た
後
は
、
各
科
の
壁
を

な
く
し
、
全
校
応
援
で
学
校
全

体
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
。
先
輩

と
後
輩
・
同
僚
の
繋
が
り
は
、

実
に
す
ば
ら
し
く
ま
た
う
ら
や

ま
し
く
思
え
、
そ
ば
で
見
て
い

て
十
分
感
動
に
値
す
る
も
の
で

し
た
。

　

こ
の
関
係
は
、
卒
業
後
も
続

き
ま
す
。
三
学
年
で
進
路
を
決

定
す
る
と
き
、「
あ
の
先
輩
が

い
る
か
ら
同
じ
こ
の
会
社
を
受

験
し
よ
う
」
と
考
え
る
生
徒
が

多
い
こ
と
か
ら
も
、
先
輩
・
後

輩
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
先
輩
方
々
が

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
お
か
げ

で
、
そ
れ
ら
の
会
社
か
ら
信
用

を
得
て
多
く
の
求
人
が
本
校
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
感

謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
卒
業

後
の
指
導
も
、
北
辰
会
の
各
支

部
が
中
心
と
な
り
、
社
会
に
出

た
て
の
不
安
な
後
輩
達
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

現
状
は
、
教
頭
と
し
て
大
変
有

り
難
く
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

北
辰
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま

し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
人

事
異
動
で
、
福
岡
県
立
水
産
高

等
学
校
教
頭
か
ら
て
ん
補
し
て

参
り
ま
し
た
大
野
肇
と
申
し
ま

す
。
前
任
の
越
智
教
頭
同
様
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
己
紹
介
を
も
っ
て
赴
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

前
任
校
に
は
、
わ
ず
か
に
一

年
間
の
勤
務
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
岡
県
・
山
口
県
・
長
崎
県
の

３
県
共
同
運
航
に
よ
る
「
海
友

丸
」
の
竣
工
式
に
は
文
部
科
学

大
臣
を
は
じ
め
、
３
県
の
知
事

が
揃
い
踏
み
で
参
列
さ
れ
、
緊

張
し
な
が
ら
対
応
し
た
り
、
延

縄
実
習
で
の
ハ
ワ
イ
か
ら
の
帰

港
に
際
し
て
、
ハ
ワ
イ
州
立
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
高
校
の
生
徒
２
名
と

先
生
が
乗
船
し
て
来
日
し
た
り

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
水
産
高
校

の
前
に
は
、
教
育
庁
教
育
振
興

部
高
校
教
育
課
指
導
班
の
生
徒

指
導
担
当
の
指
導
主
事
と
し
て

四
年
間
県
庁
に
勤
務
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
度
、
転
出
さ
れ
た

小
川
滋
子
先
生
が
行
っ
た
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、

県
民
か
ら
の
教
育
に
関
す
る
相

談
電
話
が
集
中
す
る
デ
ス
ク
で

す
。
議
会
対
応
等
、
こ
れ
ま
た 教頭　大野　　肇氏

　

こ
の
度
の
異
動
で
、
稲
築
志

耕
館
高
校
に
総
括
教
頭
と
し
て

転
勤
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
小
倉
工
業
高
校
で
は
、
教

頭
と
し
て
僅
か
一
年
間
し
か
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
北
辰
会
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

小
倉
工
業
高
校
は
、
百
十
一

年
の
歴
史
と
伝
統
の
誇
れ
る
真

の
高
校
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。
職
員
の
意
気
込
み

と
生
徒
達
の
や
る
気
・
士
気
の

高
さ
は
す
ば
ら
し
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
競
技
会
や
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
で
常
に
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
陸
上
部
や
空

手
道
部
も
常
に
全
国
大
会
を
意

識
す
る
な
ど
、
野
球
・
ラ
グ

ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
な
ど
の
運
動
部
も
盛
ん
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
校
風
と
伝
統
は
、

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
、
よ 前教頭　越智　裕兒氏
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（当番幹事　Ｓ63年卒）当番幹事　Ｈ12年卒

日　時 平成23年５月22日（日）
場　所 小倉飯店
 北九州市小倉北区堺町１－８－14
 　　TEL（093）521－8631

時　間 ○受　付　15時より
 ○総　会　16時より
 ○懇親会　17時30分より

会　費 　　　￥5 , 0 0 0

費
に
よ
り
北
辰
会
活
動
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
で
は
、
母
校

発
展
の
為
努
力
を
重
ね
、
事
務

の
効
率
化
と
経
費
節
減
に
務
め

る
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
年
会
費

二
千
円
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

百
周
年
を
機
に
創
設
さ
れ
た

教
育
振
興
基
金
も
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
支
援
に
よ
り
、

平
成
十
三
年
度
よ
り
運
用
が
開

始
さ
れ
、
山
田
奨
学
会
・
科
学

研
究
奨
学
会
・
部
活
動
等
へ
の

支
援
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
五
二
七
件
の
個

人
・
団
体
よ
り
総
額
三
百
萬
円

を
超
え
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
誠
に
恐
縮
で
す

が
、
教
育
振
興
基
金
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
今
年
も

北
辰
会
費
二
千
円
を
納
入
し
て

い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

益
々
不
況
感
が
強
ま
る
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
年
会

　

平
成
二
十
二
年
度
卒
業
生

一
九
三
名
の
入
会
式
が
二
月

二
十
八
日
母
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
の
卒
業
生
総
数
は

二
一
、二
九
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
時
に
在
校
生
会
員
と
な

り
卒
業
を
待
っ
て
正
式
会
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
、
近
畿
支
部
代
表

者
も
来
校
し
、
両
地
域
に
就
職
、

進
学
す
る
生
徒
と
の
懇
談
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
百
十
年
に
渡
る
先
輩
・

後
輩
の
絆
は
、
大
切
に
そ
し
て

永
遠
に
次
の
生
徒
に
繋
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
一
年
間
で
小

倉
工
業
高
校
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
学
校
に

少
し
で
も
関
わ
れ
た
こ
と
、
ま

た
北
辰
会
の
皆
さ
ん
と
知
り
合

え
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
小
倉
工
業
高
校
と
も
ど
も

北
辰
会
が
益
々
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
、
お
礼
の
挨
拶
と

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

是
非
先
輩
を
頼
り
会
員
間

の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
同
窓
の

絆
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
七
日
の
新
入
生
入
学
に

よ
り
在
校
生
会
員
は

三
年
生　

一
九
六
名
、
二
年
生

一
九
五
名
、
一
年
生
二
百
名
、

合
計
五
九
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

  

赴
任
の
ご
挨
拶

赴
任
の
ご
挨
拶

  

転
任
の
ご
挨
拶

転
任
の
ご
挨
拶

北
辰
会
入
会
式

北
辰
会
入
会
式

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

教
育
振
興
基
金
へ
の　

教
育
振
興
基
金
へ
の　

お
願
い

お
願
い



関
東
支
部
同
窓
会
は
来
年
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

関
東
支
部
同
窓
会
は
来
年
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
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学　

校　

だ　

よ　

り

業
時
の
担
任
の
先
生
を
迎
え
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
五
十
周
年
記
念
総
会

の
企
画
と
し
て
野
球
、ラ
グ
ビ
ー
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
陸
上
等
部
活
の

関
東
地
区
同
窓
会
を
来
年
総
会

時
に
合
わ
せ
て
の
同
時
開
催
の
提

案
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
職
域
同
窓
会
も
同
様
に

こ
の
機
会

に
全
員
集

合
を
呼
び

掛
け
る
予

定
で
す
。

　

関
係
す

る
運
動
部

Ｏ
Ｂ
や
職

域
同
窓
会

の
役
員
の

皆
様
の
ご

支
援
、
ご

協
力
を
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

　

北
辰
会
関
東
支
部
は
来
年
平

成
二
十
四
年
で
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
関
東
地
区
十
都
県
で

約
一
〇
〇
〇
名
の
会
員
で
す
が

同
窓
会
活
動
の
最
大
行
事
で
あ

る
年
次
総
会
の
出
席
者
数
は
昨

年
八
十
名
で
今
年
は
九
十
名
、

来
年
は
一
〇
〇
名
以
上
を
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
約

四
十
％
が
平
成
生
で
し
た
。

　

毎
年
関
東
地
区
に
就
職
す
る

三
十
名
強
の
新
社
会
人
の
初
参

加
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
入
会
式
で
同
窓
会
や

関
東
支
部
の
話
を
し
て
、
親
元

を
離
れ
て
懸
命
に
生
き
る
若
者

を
同
窓
生
先
輩
と
し
て
見
守
る

気
持
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
五
月
に
新

社
会
人
を
対
象
に
歓
迎
会
を
卒

　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
県

大
会
が
六
月
十
一
・
十
二
日
母

校
で
行
わ
れ
ま
す
。

・
電
気
工
事
部
門

・
電
子
回
路
部
門

・
化
学
分
析
部
門

・
木
材
加
工
部
門

・
測
量
競
技
部
門

　

某
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
広

告
会
社
が
小
倉
工
業
の
特

集
記
事
に
と
の
名
目
で
一

口
（
縦
２
㎝
横
３
㎝
枠
）

三
萬
円
の
高
額
な
広
告
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

昭
和
十
年
〜
二
十
年
代

卒
を
中
心
に
当
時
の
先
生

方
の
事
を
よ
く
調
べ
、
言

葉
巧
み
に
勧
誘
し
た
よ
う

で
す
。

　

こ
の
企
画
に
は
、
学
校
・

同
窓
会
は
何
ら
関
与
し
て

い
ま
せ
ん
し
、
広
告
会
社

の
利
益
追
求
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
種
の
勧
誘

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

詐
欺
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
母
校
及
び
北
辰
会

に
と
っ
て
一
切
係
わ
り
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
充
分
ご

留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
退
職
】

▽
政
徳　

茂
樹
（
参
事
事
務
長
）

【
転
出
】

▽
越
智　

裕
児
（
教
頭
）

　
　

稲
築
志
耕
館
高
校
へ

▽
小
川　

滋
子
（
国
語
）

　
　

高
校
教
育
課（
指
導
主
事
）

▽
合
屋　

恵
美
（
国
語
）

　
　

小
倉
西
高
校
（
新
採
）

▽
松
本　

弥
恵
（
数
学
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
門
司
学
園
高
校
へ
）

▽
椎
木
か
お
る
（
英
語
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
三
萩
野
女
子
高
校
へ
）

▽
時
枝　

龍
郎
（
体
育
）

　
　

ひ
び
き
高
校
へ

▽
金
部　

栄
洋
（
機
械
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
日
根
野　

朋
（
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
熊
本
県
）

▽
赤
穂　

寛
典
（
電
子
機
械
）

　
　

福
岡
工
業
高
校
へ

▽
山
本　

隆
司
（
電
子
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
大
牟
田
高
校
へ
）

▽
東　
　

浩
二
（
電
子
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
松
尾
佳
代
子
（
電
子
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
へ

▽
天
野　

辰
夫
（
工
業
化
学
）

　
　

田
川
科
学
技
術
高
校
へ

▽
源　
　
　

緑
（
国
語
）

　
　

非
常
勤
講
師

　
　
　
（
常
勤
講
師　

小
倉
南
高
校
へ
）

▽
進　
　

美
子
（
事
務
室
）

　
　

西
吉
富
小
学
校
へ

【
転
入
】

▽
大
野　
　

肇
（
教
頭
）

　
　

水
産
高
校
よ
り

▽
首
藤　

正
治
（
参
事
事
務
長
）

　
　

八
幡
高
校
よ
り

▽
安
田　

智
司
（
国
語
）

　
　

常
勤
講
師
（
新
）

▽
小
澤　

理
恵
（
国
語
）

　
　

常
勤
講
師
（
新
）

▽
今
村　

知
世
（
数
学
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
北
九
州
高
校
よ
り
）

▽
上
野　

智
康
（
英
語
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
カ
ナ
ダ
留
学
よ
り
）

▽
吉
留　

清
治
（
体
育
）

　
　

折
尾
高
校
（
退
職
）
よ
り

　
　
（
再
任
用
）

▽
片
岡　
　

健
（
機
械
）

　
　

香
椎
工
業
高
校
よ
り

▽
野
口　

大
公
（
機
械
）

　
　

常
勤
講
師
（
新
）

▽
華
本　

将
光
（
電
子
機
械
）

　
　

新
規
採
用

　
　
（
浮
羽
工
業
高
校
講
師
）

▽
藤
嶋　

真
美
（
電
子
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
嘉
穂
総
合
高
校
よ
り
）

▽
佐
藤　
　

博
（
電
子
）

　
　

香
椎
工
業
高
校
よ
り

▽
右
田　
　

歩
（
電
子
）

　
　

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
楢
崎　

徹
平
（
工
業
化
学
）

　
　

常
勤
講
師

　
　
（
小
倉
南
高
校
よ
り
）

▽
本
田　

祥
子
（
事
務
室
）

　
　
（
新
）

▽
角　
　

良
浩
（
社
会
）

　
　

非
常
勤
講
師

▽
草
野　
　

隆
（
電
子
機
械
）

　
　

非
常
勤
講
師

▽
城
戸　

孝
義
（
就
職
指
導
員
）

ご
注
意
下
さ
い

ご
注
意
下
さ
い
!!

平成22年度関東支部総会

教

職

員

の

異

動

教

職

員

の

異

動

　

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

（
日
）
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
〝
ム
ー
ブ
〞
に
て
第

五
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
北
辰
会
の
皆

様
を
始
め
学
校
関
係
者
等
に
お

門
司
・
下
関
（
旧
門
司
）
支
部

　

四
月
二
十
三
日
（
土
）
門
司

支
部
総
会
が
、「
ブ
リ
リ
ア
ン

サ
門
司
港
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
始
時
は
ま
だ
太
陽
が
西
の

空
に
高
々
と
上
っ
て
い
ま
し
た

が
陽
が
沈
む
に
つ
れ
て
関
門
海

峡
の
素
晴
ら
し
い
夜
景
を
バ
ッ

ク
に
し
て
時
の
経
つ
の
を
忘
れ

て
有
意
義
な
懇
談
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

下
関
市
か
ら
も
二
名
の
参
加

が
あ
り
徳
本
高
久
支
部
長
（
昭

和
三
十
五
年
機
械
科
卒
）
か
ら

下
関
市
に
も
百
名
近
い
卒
業
生

が
在
住
し
て
い
る
の
で
今
後
は

下
関
も
含
め
て
門
司
・
下
関
支

部
と
し
て
活
性
化
し
た
い
と
の

提
案
が
あ
り
、
全
員
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
部
と
の
連
携
を
深

め
益
々
発
展
す
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

北
九
州
市
長
杯

　

二
回
戦
敗
退

　

三
十
名
を
超
え
る
一
年
生
の

入
部
に
よ
り
総
勢
六
十
名
を
超

え
る
部
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
十
六
名
の
部
員
を
擁
し
、

今
年
も
男
子
・
女
子
共
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

北
九
州
地
区
空
手
道
選
手
権

少
年
組
手
の
部

　

優
勝　

鍔
坂　

智
弘

（
電
気
三
年
二
年
連
続
）

全
九
州
県
大
会

ベ
ス
ト
８

　

部
員
三
十
名
を
超
え
大
型
一

年
生
も
入
部
、
今
後
が
楽
し
み

で
す
。

か
れ
ま
し
て
は
多
大
な
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。

　

部
員
二
十
二
名
（
三
年
生
三

名
・
二
年
生
十
四
名
・
一
年
生
五

名
）
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
ょ
う
が
無
事
に
終
わ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆

さ
ん
は
生
演
奏
の
体
感
を
お
土

産
に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
四
月

二
十
五
日
現
在
新
一
年
生
も
十
四

名
入
部
予
定
で
す
。

　

来
年
の
二
月
五
日
（
日
）
ウ
ェ

ル
戸
畑
に
て
開
催
予
定
の
第
六
回

定
期
演
奏
会
で

は
総
勢
三
十
三

名
で
の
演
奏
と

な
る
予
定
で
す
。

▼
出
費
多
端
な

折
り
誠
に
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
今
後
と

も
北
辰
会
の
皆

様
に
は
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

た
。

　

最
近
の
経
済
状
況
の
悪
化
に

よ
り
全
く
機
能
し
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り

財
団
法
人
と
し
て
の
存
続
が
困

難
と
な
り
、
平
成
二
十
三
年
三

月
三
十
一
日
を
以
っ
て
財
団
法

人
を
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　

解
散
は
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
山
田
先
輩
の
遺
志
を
継

承
し
、
教
育
振
興
基
金
の
活
動

の
な
か
で
継
続
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

北
辰
会
会
員
の
皆
様
に
は
今

後
共
温
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
奨
学
会
は
学
業
優
等
、

品
行
方
正
、
身
体
強
健
で
あ
り

な
が
ら
経
済
的
に
就
学
が
困
難

な
生
徒
に
対
し
奨
学
擁
護
を
行

う
と
共
に
き
わ
め
て
特
徴
の
あ

る
生
徒
で
学
校
を
代
表
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
活
動
が
望
め
る
生

徒
の
就
学
援
護
を
行
い
、
も
っ

て
社
会
有
為
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
創
設
者
山
田

晁
先
輩
（
明
治
四
十
年
機
械

科
卒
）
の
寄
付
に
よ
り
昭
和

四
十
四
年
十
一
月
に
設
立
、
以

来
基
本
財
産
の
利
息
運
用
に
よ

り
現
在
迄
四
百
名
を
超
え
る
生

徒
に
対
し
て
支
給
し
て
き
ま
し

成

山
田
奨
学
会
解
散
報
告

山
田
奨
学
会
解
散
報
告

教
育
振
興
基
金
の
報
告

教
育
振
興
基
金
の
報
告

橋
本
先
生
の
案
内
で
校
内
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

会
費
の
残
金
よ
り
五
萬
円
を

教
育
振
興
基
金
に
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
十
九
年
電
気
科
卒
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
中
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
募
金
は
五
二
七

件
の
個
人
・
団
体
か
ら
総
額

三
百
六
萬
四
五
四
十
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
浄
財
は

二
十
三
年
度
の
教
育
振
興
基
金

の
活
動
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
十
七
年
機
械
科
卒
中
村

幸
次
様
（
平
成
二
十
二
年
十
月

十
五
日
没
）
の
ご
遺
族
様
よ
り

母
校
後
輩
の
為
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
五
萬
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

中
村
幸
次
様
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

三
月
十
二
日
（
土
）
に
昭
和

二
十
九
年
電
気
科
卒
の
皆
様
が

「
博
多
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と

の
集
い
を
企
画
し
、
開
催
に
先

立
ち
母
校
を
訪
問
し
電
気
科
の

も
の
づ
く
り

野

球

野

球

部部

支
部
情
報

関東支部長

野見山誠一

陸

上

陸

上

部部

空

手

道

部

空

手

道

部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

吹

奏

楽

部

吹

奏

楽

部


